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収

入

の

部

収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収

入
合
計
が
前
年
度
予
算
に
比
べ

３７
億
９
４
０
８
万
円
の
減
（
前

年
度
予
算
比
１３
・
３１
％
減
）
で

２
４
７
億
１
１
５
１
万
円
。
前

年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
１８
億

２
６
４
万
円
の
減
で
８９
億
１
９

８
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
４
億
５
１
３
０
万
円
の
減

（
同
２
・
１６
％
減
）
で
２
０
４

億
８
１
６
７
万
円
。

②
手
数
料
収
入
は
、
５
４
０

万
円
の
減
（
同
０
・
５５
％
減
）

で
９
億
７
９
７
４
万
円
。
こ
の

う
ち
、
入
学
検
定
料
収
入
は
、

専
大
・
石
巻
専
大
で
前
年
度
と

同
額
を
見
込
み
、
９
億
４
３
２

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

③
寄
付
金
収
入
は
、
１
０
２

０
万
円
の
減
（
同
９
・
１２
％

減
）
で
、
１
億
１
７
０
万
円
。

経
済
状
況
等
が
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
一
般
寄
付
金
収
入
の
減
を

見
込
ん
で
い
る
。

④
補
助
金
収
入
は
、
１
億
４

７
３
７
万
円
の
減
（
同
７
・
４７

％
減
）
で
１８
億
２
６
３
５
万

円
。
こ
の
う
ち
、
国
庫
補
助
金

収
入
は
、
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
お
よ
び
教
育
研
究
装
置

補
助
金
等
の
減
額
を
見
込
み
、

１
億
３
１
０
５
万
円
の
減
（
同

６
・
７４
％
減
）
で
１８
億
１
２
１

３
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑤
資
産
運
用
収
入
は
、
４
９

６
万
円
の
増
（
同
１
・
７４
％

増
）
で
２
億
９
０
２
１
万
円
。

施
設
設
備
利
用
料
収
入
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

⑥
資
産
売
却
収
入
は
、
１
０

０
万
円
の
減
（
同
０
・
５０
％

減
）
で
有
価
証
券
売
却
収
入
が

２
億
円
。

⑦
事
業
収
入
は
、
３
８
２
５

万
円
の
減
（
同
７
・
９７
％
減
）

で
４
億
４
１
７
０
万
円
。
受
託

事
業
収
入
等
の
減
を
見
込
ん
で

い
る
。

⑧
雑
収
入
は
、
６
億
４
９
２

４
万
円
の
増
（
同
１
７
１
・
９８

％
増
）
で
１０
億
２
６
７
７
万

円
。
教
職
員
の
退
職
者
増
に
伴

う
退
職
金
財
団
交
付
金
収
入
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

⑨
前
受
金
収
入
は
、
２
０
１

２
年
度
入
学
者
の
入
学
手
続
時

の
納
入
学
費
（
翌
年
度
の
学
生

生
徒
等
納
付
金
収
入
と
な
る
）

で
、
４
４
２
５
万
円
の
増
（
同

１
・
１４
％
増
）
で
３９
億
２
０
７

６
万
円
。

⑩
そ
の
他
の
収
入
は
、
３
億

６
１
９
５
万
円
の
減
（
同
５５
・

１０
％
減
）
で
２
億
９
４
９
０
万

円
。
前
期
末
未
収
入
金
収
入
に

お
い
て
、
退
職
金
財
団
交
付
金

等
の
前
年
度
の
期
末
未
収
入
金

が
減
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
。

⑪
資
金
収
入
調
整
勘
定
（
収

入
の
振
替
控
除
科
目
）
は
、
期

末
未
収
入
金
及
び
前
期
末
前
受

金
で
１
億
７
７
０
６
万
円
振
替

控
除
額
の
増
（
同
３
・
７９
％
増
）

で
４８
億
５
２
３
１
万
円
。
２
０

１
１
年
度
退
職
教
職
員
に
係
る

退
職
金
財
団
交
付
金
収
入
及
び

２
０
１
０
年
度
前
受
金
収
入
を

そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

支

出

の

部

支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支

出
合
計
が
前
年
度
予
算
に
比
べ

５３
億
４
０
９
９
万
円
の
減
（
前

年
度
予
算
比
１７
・
６２
％
減
）
で

２
４
９
億
６
７
２
３
万
円
。
次

年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
翌
年

度
の
収
入
と
な
る
前
受
金
収
入

を
含
み
、
２
億
５
５
７
２
万
円

の
減
で
８６
億
６
４
１
７
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

①
人
件
費
支
出
は
、
１１
億
２

９
５
０
万
円
の
増
（
同
８
・
０１

％
増
）
で
１
５
２
億
３
０
８
６

万
円
。
主
た
る
要
因
は
、
退
職

金
支
出
で
教
職
員
の
退
職
者
増

に
よ
り
、
９
億
５
６
４
７
万
円

の
増
（
１４
億
２
８
８
万
円
）
と

な
っ
て
い
る
。

②
教
育
研
究
経
費
支
出
は
、

２
億
９
８
０
７
万
円
の
減
（
同

５
・
３０
％
減
）
で
５３
億
２
３
０

２
万
円
。

③
管
理
経
費
支
出
は
、
３
億

５
５
５
８
万
円
の
減
（
同
１９
・

６０
％
減
）
で
１４
億
５
８
４
０
万

円
。④

借
入
金
等
利
息
支
出
は
、

３５
万
円
の
増
（
同
１
・
１４
％

増
）
で
３
１
３
８
万
円
。
日
本

私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
か
ら
の
借
入
金
に

係
る
利
息
を
計
上
し
て
い
る
。

⑤
借
入
金
等
返
済
支
出
は
、

４
億
９
５
０
０
万
円
の
増
で
、

７
億
８
７
７
６
万
円
。
償
還
計

画
に
基
づ
く
返
済
額
を
計
上
し

て
い
る
。

⑥
施
設
関
係
支
出
は
、
４４
億

１
４
１
９
万
円
の
減
（
同
８２
・

９５
％
減
）
で
９
億
７
２
６
万

円
。
主
な
内
容
は
、
後
記
の
〔
主

な
施
設
設
備
等
整
備
事
項
〕
で

記
載
し
て
い
る
。

⑦
設
備
関
係
支
出
は
、
１５
億

８
１
２
２
万
円
の
減
（
同
８０
・

８６
％
減
）
で
３
億
７
４
３
０
万

円
。
こ
の
う
ち
、
教
育
研
究
用

機
器
備
品
支
出
は
、
１５
億
６
４

１
７
万
円
の
減
で
１
億
６
２
９

５
万
円
。
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
更
改
に

伴
う
機
器
購
入
、
生
田
１
号
館

教
室
視
聴
覚
設
備
買
換
、
心
理

学
科
サ
ー
バ
室
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
購
入
、
神
田
２
号
館
教
室

固
定
机
・
椅
子
更
新
等
を
計
上

し
て
い
る
。図
書
支
出
は
、９４
万

円
の
減
で
２
億
９
１
７
万
円
。

⑧
資
産
運
用
支
出
は
、
４
億

５
６
０
０
万
円
の
減
（
同
２６
・

０６
％
減
）
で
１２
億
９
４
０
０
万

円
。
有
価
証
券
購
入
支
出
は
、

有
価
証
券
売
却
収
入
と
同
額
の

２
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま

た
、
退
職
給
与
引
当
資
産
へ
の

繰
入
は
５
０
０
０
万
円
、
法
人

基
金
準
備
資
産
へ
の
繰
入
は
４

４
０
０
万
円
、
施
設
設
備
準
備

資
産
へ
の
繰
入
は
１０
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。

⑨
そ
の
他
の
支
出
は
、
４
９

４
２
万
円
の
減
（
同
４
・
２３
％

減
）
で
１１
億
１
８
８
７
万
円
。

こ
の
う
ち
、
前
期
末
未
払
金
支

払
支
出
は
、
４
１
２
７
万
円
の

減
で
、
１０
億
１
１
７
５
万
円
。

⑩
予
備
費
は
、
前
年
度
予
算

と
同
額
で
１
億
５
０
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

⑪
資
金
支
出
調
整
勘
定
（
支

出
の
振
替
控
除
科
目
）
は
、
期

末
未
払
金
及
び
前
期
末
前
払
金

で
、
１
億
８
８
６
４
万
円
振
替

控
除
額
の
減
（
同
９
・
９４
％

減
）
で
１７
億
８
６
４
万
円
。

主
な
施
設
設
備

等
整
備

事

項

【
専
修
大
学
】

①
神
田
（
旧
板
硝
子
会
館
他

解
体
工
事
）
②
神
田
（
１
号
館

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
３
号
機
更
新
工

事
）
③
神
田
（
２
号
館
教
室
固

定
机
・
椅
子
更
新
及
び
内
装
改

修
・
電
気
設
備
等
工
事
）
④
神

田
・
生
田
（
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
更
改

工
事
）
⑤
生
田
（
７
号
館
空
調

設
備
改
修
工
事
）
⑥
生
田
（
１

号
館
教
室
視
聴
覚
設
備
買
換
）

⑦
生
田
（
４
号
館
受
水
槽
新
設

工
事
）
⑧
生
田
（
生
田
会
館
電

気
室
高
圧
配
電
盤
改
修
工
事
）

⑨
生
田
（
照
明
器
具
改
修
工

事
）
⑩
生
田
（
総
合
体
育
館
水

銀
灯
改
修
工
事
）
⑪
生
田
（
４

号
館
心
理
学
科
サ
ー
バ
室
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器
購
入
）
⑫
生
田

（
国
際
交
流
会
館
新
築
工
事
）

【
石
巻
専
修
大
学
】

①
熱
源
改
修
工
事
②
教
室
パ

ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
新
設
③
４

号
館
屋
上
防
水
シ
ー
ト
改
修
④

実
験
機
器
購
入

―
前
年
度
予
算
額
と
の
比
較
―

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総
額
は
、
３
３
６
億
３
１
４
０
万
円
で
前
年
度
予
算
に
比
べ

５５
億
９
６
７
２
万
円
の
減
（
前
年
度
予
算
比
１４
・
２７
％
減
）
の

予
算
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

消

費

収

入

の

部

消
費
収
入
の
部
で
は
、
帰
属

収
入
合
計
（
学
校
法
人
の
負
債

と
な
ら
な
い
収
入
）
が
前
年
度

予
算
に
比
べ
１
６
３
万
円
の
増

（
前
年
度
予
算
比
０
・
０１
％

増
）
で
２
５
２
億
９
８
２
６
万

円
。
基
本
金
組
入
額
合
計
が
２１

億
５
７
５
１
万
円
の
減
（
同
５０

・
９５
％
減
）で
２０
億
７
７
１
３
万

円
。
消
費
収
入
の
部
合
計
は
、

２１
億
５
９
１
４
万
円
の
増
（
同

１０
・
２５
％
増
）
で
２
３
２
億
２

１
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

①
寄
付
金
は
、
１
０
２
０
万

円
の
減
（
同
３
・
８９
％
減
）
で

２
億
５
１
８
０
万
円
。
経
済
状

況
等
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
一

般
寄
付
金
収
入
の
減
を
見
込
ん

で
い
る
。

②
資
産
売
却
差
額
は
、
予
算

計
上
し
て
い
な
い
。

消

費

支

出

の

部

消
費
支
出
の
部
で
は
、
消
費

支
出
の
部
合
計
が
前
年
度
予
算

に
比
べ
３
億
８
９
６
２
万
円
の

増
（
前
年
度
予
算
比
１
・
５８
％

増
）
で
２
５
０
億
１
０
３
７
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

①
人
件
費
は
、
１１
億
２
９
５

０
万
円
の
増
（
同
８
・
０１
％
増
）

で
１
５
２
億
３
０
８
６
万
円
。

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
１４
億

２
８
８
万
円
（
９
億
５
６
４
７

万
円
の
増
）を
含
ん
で
い
る
。

②
教
育
研
究
経
費
は
、
３
億

７
０
８
３
万
円
の
減
（
同
４
・

５０
％
減
）
で
７８
億
７
６
２
２
万

円
。
減
価
償
却
額
２５
億
５
３
０

１
万
円
（
７
２
９
４
万
円
の

減
）
を
含
ん
で
い
る
。

③
管
理
経
費
は
、
３
億
６
３

０
８
万
円
の
減
（
同
１７
・
５６
％

減
）
で
１７
億
４
９
６
万
円
。
減

価
償
却
額
２
億
４
６
５
５
万
円

（
７
４
９
万
円
の
減
）
を
含
ん

で
い
る
。

④
資
産
処
分
差
額
は
、
固
定

資
産
処
分
差
額
で
６
３
１
万
円

の
減
（
同
２７
・
１８
％
減
）
で
１

６
９
２
万
円
。
機
器
備
品
、
図

書
等
の
処
分
差
額
を
計
上
し
て

い
る
。

消

費

収

支

差

額

当
年
度
消
費
収
支
差
額
は
、

前
年
度
予
算
に
比
べ
１７
億
６
９

５
１
万
円
の
減
（
前
年
度
予
算

比
４９
・
７２
％
減
）
で
１７
億
８
９

２
４
万
円
の
消
費
支
出
超
過
額

と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
繰
越

消
費
支
出
超
過
額
（
２
１
７
億

８
８
３
１
万
円
）
を
加
え
た
翌

年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

は
、
２
３
５
億
７
７
５
６
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

※
前
記
の
資
金
収
支
予
算
と
共
通
の
科
目
が
あ
る
の
で
、
消

費
収
支
予
算
特
有
の
も
の
に
つ
い
て
説
明
。

要

予

算

の

概

資資

金金

収収

支支

予予

算算

消消

費費

収収

支支

予予

算算
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